











































































３ 平成 27年 1月 1日以後の相続又は遺贈及び贈与から、相続税の基礎控除額を 5
千万円から 3千万円に引き下げ、相続税及び贈与税の最高税率を 50％から 55％
に引き上げる等の内容となっている。


















































































































































































































































































































相続税を通じた納税を行うもの。贈与者は 65歳以上（平成 27年 1月 1日以後の
贈与から 60歳以上）の親、受贈者は贈与者の推定相続人である 20歳以上の子
（平成 27年 1月 1日以後の贈与から贈与者の孫も適用対象）とされている。な
お、贈与財産の種類、金額、贈与回数に制限はなく、贈与時には特別控除額（累
積で 2,500万円）を超える部分について一律 20％の税率による贈与税を納付す





















化課税の是非」税研 25巻 6号 50頁）ので、このことを把握していなければなら
ないからである。
－１８８－ 日本経大論集 第４３巻 第２号
